
知的障害者(児）移動支援従業者養成者研修プログラム

研修手法

8 ： 45 ～ 8 ： 50 5 挨拶

8 ： 50 ～ 9 ： 00 10 説明

9 ： 40 ～ 9 ： 50 10

１０ ： 50 ～ 11 ： 00 10

13 ： 00 ～ 14 ： 00 60

16 ： 00 ～ 16 ： 10 10

17 ： 10 ～ 17 ： 20 10

18 : 20 ～ 18 ： 30 10 一日のまとめ 事務局

障がい者（児）福祉の制度とサービス
各法に関する知識及び制度とサービスについ
ての知識を理解する。

講義
①障がい福祉の背景と動向
②障がい者福祉の制度とサービス

（福）大田幸陽会
林　輝美

お昼休憩

ホームヘルパーの職業倫理
福祉業務従事者としての職業倫理を理解す
る。障害者虐待防止法を学ぶ。

講義
①障がい者の権利擁護と虐待防止（福祉業務従
事者としての倫理）
②ホームヘルプサービスにおいての基本的態度

①ホームヘルプサービス概論
②ホームヘルプサービスの社会的役割
③ホームヘルプサービスの制度と業務現状
④ホームヘルプサービスの業務と基本

（福）大田幸陽会
下口　勝秀

休憩

17 ： 20 ～ 18

16 ： 10 ～ 17

： 00 ～ 13

（福）大田幸陽会
石渡　洋

休憩

： 20

60

（福）大田幸陽会
石渡　洋

60 障がい者（児）の心理（知的障がい者）
障がいのある方の心理に対する理解を深め
心理的援助の在り方について学ぶ。

講義
①障がいのある方の心理の理解と特性
②障がいのある方の心をささえる

： 10

研修説明・注意事項 事務局

（福）大田幸陽会
林　輝美

講師

研修挨拶 サポートセンター所長

具体的内容

精神障がいについての理解
～支援を受ける視点から～

支援の基本的方向性を把握する。 講義
①近年の福祉制度の特徴
②精神障がいのある方の支援について

精神障害者当事者会ポルケ
代表　山田　悠平

休憩

ガイドヘルパーの制度と業務 ガイドヘルパーの制度と業務を理解する。 講義
①ガイドヘルパー制度の成立過程と意義
②ガイドヘルパーの業務（流れ・心得・基本的
な視点

： 00 ～ 16 ：

9 ：

保健、福祉の制度とサービスについての知識
の理解及びホームヘルプサービスの実務に関
する具体的な知識を理解する。

50 ～ 10 ： 50 60

休憩

14 00 120 ホームヘルプサービス概論

： 00 120

講義

11

9 ： 00 ～ 9

1日目（10月19日）（日）

研修時間 科目 獲得目標

オリエンテーション

： 40 40



知的障害者(児）移動支援従業者養成者研修プログラム

研修手法

8 ： 55 ～ 9 ： 00 5 説明

11 ： 00 ～ 11 ： 10 10

12 ： 10 ～ 13 ： 10 60

14 ： 10 ～ 14 ： 20 10

15 ： 20 ～ 15 ： 30 10

16 ： 30 ～ 16 ： 40 10

60 知的障がい者の疾病・障がいの理解
障がい・疾病を医学的、実践的視点で理
解する。

15 ： 30 ～ 16

9 ：

①知的障がいのある方とのコミニュ
ケーション
②知的障がいのある方の社会参加

（福）大田幸陽会
長尾　右近

14 ： 1520 ～

11 ： 10 ～ 12 ：

一日のまとめ 事務局

： 20

休憩

60 

（福）大田幸陽会
長尾　右近

知的障がい者の疾病・障がいの理解
障がい・疾病を医学的、実践的視点で理
解する。

講義

講義
①知的障がいのある方とのコミニュ
ケーション
②知的障がいのある方の社会参加

： 30

10

障がい・疾病を医学的、実践的視点で理
解する。

講義10

120

お昼休憩

60 知的障がい者の疾病・障がいの理解

（福）大田幸陽会
下口　勝秀

障がい・疾病を医学的、実践的視点で理
解する。

講義
①知的障がいとは
②知的障がいに関する主な疾病知的障
害のある方の日常生活

（福）大田幸陽会
長尾　右近

移動支援の基礎知識（知的障がい）
移動介助の目的と機能を理解し基本原則
を把握する。

講義

①支援の視点
②支援者の心構え
③支援の具体的な方法
④緊急時の準備と心構え

講師

オリエンテーション 研修説明・注意事項 事務局

具体的内容

①知的障がいとは
②知的障がいに関する主な疾病知的障
害のある方の日常生活

（福）大田幸陽会
長尾　右近

休憩

知的障がい者の疾病・障がいの理解

休憩

2日目（10月25日）（土）

研修時間 科目 獲得目標

13 ： 10 ～ 14

00 ～ 11

60：

： 00



知的障害者（児）移動支援従業者養成者研修プログラム

研修手法

8：55 ～ 9 ：00 5 説明

10：30 ～ 10 ：40 10

12：10 ～ 13 ：10 60

14：40 ～ 14 ：50 10

16：10 ～ 16 ：15 5

（福）大田幸陽会
林　輝美

研修のまとめ 事務局

休憩

14：50 ～ 16 ：10 90 移動の支援に係る技術
演習で模擬体験をすることで、手法、
技術を習得する。

演習
①基本的な移動介助疑似体験
②いろいろな場面を想定し学ぶ

移動の支援に係る技術
演習で模擬体験をすることで、手法、
技術を習得する。

演習
①基本的な移動介助疑似体験
②いろいろな場面を想定し学ぶ

（福）大田幸陽会
林　輝美

（福）大田幸陽会
林　輝美

お昼休憩

13：10 ～ 14 ：40 90

90 移動の支援に係る技術
演習で模擬体験をすることで、手法、
技術を習得する。

演習
①基本的な移動介助疑似体験
②いろいろな場面を想定し学ぶ

①基本的な移動介助疑似体験
②いろいろな場面を想定し学ぶ

（福）大田幸陽会
林　輝美

休憩

10：40 ～ 12 ：10

30 90 移動の支援に係る技術
演習で模擬体験をすることで、手法、
技術を習得する。

演習9：00 ～ 10 ：

講師

オリエンテーション 研修説明・注意事項 事務局

具体的内容

3日目（10月26日）（日）

研修時間 科目 獲得目標


